
資料 ４

トンネル内空の状態観測トンネル内空の状態観測

【目的】
トンネルの内空変位の有無を調査したもの

平成２５年３月２７日(水)



①連続断面計測概要

調査方法
・車両に搭載した高感度レーザースキャナによりトンネル壁面の断面
形状の計測を行い得た『測定結果』と『測定平均値』からの出入りを
比較することで、覆工展開図の着色表示を行う。

実施時期 平成25年2月7日

調査内容 ■調査の手順
① 専用計測車両を用いて、レーザー計測を実施する。① 専用計測車両を用 、 ザ 計測を実施する。
・車両の搭載した高感度レーザースキャナ等によりトンネル断面形状の
計測を実施し、３次元の位置情報を持つレーザー点群を作成し、断面
の測定を行う。

・トンネル断面の変形モード、段差の検知、ならびに外力に起因した変状
の有無の推定等を行う基礎データを作成するため、１ｍ2辺り1,000点
以上 能力を有す 高感度 ザ キ ナを使 す以上の能力を有する高感度レーザースキャナを使用する。

② 計測された値を元に断面基礎データを作成し、測定平均値との比較を
実施して差分量を算出する。

③コンター図と断面図の作成
・計測点の差分のコンター表示は、内空側：赤表示、地山側：青表示と
して コンター図を作成する

計測状況写真
して、コンタ 図を作成する。
また、その計測点の差分を、断面図として作成した。（代表断面のみ）

凡例

地山側
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計測結果の出力例

内空側



解析結果（全長）

②連続断面計測結果

解析結果（全長）
L断面← →M断面

【kp】 84.44 84.3885.76 85.70 85.64 85.58 85.52 85.46 85.40 85.34 85.28 85.22 84.74 84.68 84.6285.16 85.10 85.04 84.98 84.92 84.86 84.80 84.56 84.50

【名古屋側坑口】

85.82

【スパン番号】

M断面← →L断面

【kp】

2519 20 21 22 23 2411 12 13 14 15

83 12

16

83 24 83 18

4 5 7 8

83 36 83 30

1817

84 02 83 66 83 60 83 54 83 48 83 4283 96

9 106

84 32 84 26 84 20 84 14 84 08

21 3

83 06 83 00 82 94 82 8883 90 83 84 83 78 83 72

断面①

【kp】

【スパン番号】

L断面← →S断面

83.1283.24 83.1883.36 83.3084.02

4232 33 34 35 36

83.66 83.60 83.54 83.48 83.4283.96

37 504938 39 40 41 44 45 46 4743 48

84.32 84.26 84.20 84.14 84.08

26 27 28 29 30 31

83.06 83.00 82.94 82.8883.90 83.84 83.78 83.72

断面② ③④⑤ ⑥

断面⑦ 断面⑧

【kp】

【スパン番号】 51 52 53 54 55 56 57

82.16 82.10

58 59 60 61 62 63 68

81.40

64 72 7369 70 71

82.04

67

81.86 81.8082.34 82.2882.70 82.64 82.58 82.52 82.46 82.40

【東京側坑口】

82.82 82.76 81.74 81.68 81.62 81.56 81.50 81.4481.98 81.9282.22

746665

天井板落下区間
【東京側坑口】

Ｌ断面Ｌ断面

ＳＳ断面断面

Ｍ断面Ｍ断面

天井板落下区間

地山側

※ 注意
・ トンネル建設時の初期値(構造的実測値)がなく、測定結果と測定平均値からの出入りを着色し
て表したものであり、建設当初からの断面変位を表すものではない。

+50mm

-50mm
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て表したものであり、建設当初からの断面変位を表すものではない。
内空側



③経時変位計測概要

調査方法
・覆工コンクリート天端、側壁にターゲットシールを貼り付け、
30分間隔でトータルステーションにて各測点間距離を計測

実施時期 平成24年12月28日～平成24年12月31日

調査箇所 調査位置図 計測断面図

+
BA

天井板落下区間 138ｍ

40ｍ 49ｍ49ｍ

++
ターゲットシール

C

トータルステーション

→東京名古屋←

調査内容 ・①②の各断面でのA,B,Cの変位

断面① 断面②

状況写真調査内容 ①②の各断面でのA,B,Cの変位
・間隙水圧
・坑内気温

ターゲットシール

状況写真
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トータルステーション



④ 経時変位観測結果

断面①計測結果 断面②計測結果

【凡　例】

測点名称 計測位置

A

【凡　例】

測点名称 計測位置

A

・内空の計測で変位は、わずかしか見られなかった。

B

C

B

C
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内空の計測で変位は、わずかしか見られなかった。
・間隙水圧の変化も、わずかしか見られなかった。



⑤落下区間 天井板受台の出入り計測結果

■ 赤表示の数値が 基線（計測区間の起終点を結んだ線）

82.682KP
■ 赤表示の数値が、基線（計測区間の起終点を結んだ線）

からの出入りを示す。（単位：ｍ）
・内側の＋表示が、基線から内空側へ出ている寸法
・外側の－表示が、基線から地山側へ引いている寸法

至

名名
古
屋

5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m

－６２ｍｍ－６０ｍｍ変化量の最大区間（５０ｍｍ）

至

東

京
5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m 5m

＋６９ｍｍ

＋７６ｍｍ

82 682KP 82 541KPの落下区間を含む141ｍの受け台の出入りを計測した
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82.541KP
・82.682KP～82.541KPの落下区間を含む141ｍの受け台の出入りを計測した。
・道路中心線のドットピッチは、５ｍとなっている。（目安）
・受台１本の長さは２．４ｍ



⑥落下区間 円形水路の通りの観察状況 1/2

ＣＴ３付近から名古屋方面を望む ＣＴ３付近：追越側円形水路
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ＣＴ9付近から名古屋方面を望む ＣＴ9付近：追越側円形水路

円形水路の円形水路の通りは良い。通りは良い。



⑥落下区間 円形水路の通りの観察状況 2/2

ＣＴ12付近から名古屋方面を望む ＣＴ12付近：追越側円形水路
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ＣＴ20付近から名古屋方面を望む ＣＴ20付近：追越側円形水路

円形水路円形水路のの通りは通りは良い。良い。



⑦まとめ

１） 連続断面計測では，覆工表面に出入りはあるものの，当初出来形が不明なため，比較
はできない。

２） 落下区間の受台前面の通りは，基線からの出入りが，走行車線側で－６２ｍｍ（地山
側）～＋６９ｍｍ（内空側）の範囲，追越車線側で－６０ｍｍ～＋７６ｍｍの範囲にあり，
隣り合う計測点との差が０ ０ で変化している 出入りはあるものの 当初出来形隣り合う計測点との差が０～５０ｍｍで変化している。出入りはあるものの，当初出来形
が不明なため，比較はできない。

３） 方で 円形水路の溝の縮小はみられないことから 地山の変状は無か たと推察さ３） 一方で，円形水路の溝の縮小はみられないことから，地山の変状は無かったと推察さ
れる。

４） 連続断面計測で出入りがあったため 落下区間で内空寸法を測量したところ 目立っ４） 連続断面計測で出入りがあったため，落下区間で内空寸法を測量したところ，目立っ
た日変動は見られなかったことから，地山の変状は無かったと推察される。
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